
 

会 議 録 

１ 会議名 

第 50 回記念上越市美術展覧会 第 2回運営委員会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

⑴ 第 50 回記念上越市美術展覧会について（案）（公開） 

ア 会期と会場等について（公開） 

  イ 展示レイアウトについて（公開） 

  ウ 50 回記念賞の位置づけについて（公開） 

  エ その他（公開） 

３ 開催日時 

令和 2年 11 月 30 日（月） 午後 2時から 2時 40 分まで 

４ 開催場所 

  高田城址公園オーレンプラザ 会議室 

５ 傍聴人の数 

0 人 

６ 非公開の理由 

  なし 

７ 出席した委員氏名（敬称略） 

  委 員：筑波 進（委員長）、洞谷 亜里佐（副委員長）、五十嵐 正、松尾 大介、 

小林 充也、山田 真一、藤野 正二、兪 期天、関 敏雄、齋藤 祐介 

（以上 10 人出席） 

事務局：（社会教育課）小嶋課長、福山副課長、杉田主任、川澄主事 

８ 発言の内容   

議 題 

 ⑴ 第 50 回記念上越市美術展覧会について（案） 

  ア 会期と会場等について 

イ 展示レイアウトについて 

  （事務局）：（資料 P.1～5 により説明） 

（松尾委員）：審査日程の 9月 25 日について、全国の大学関係者が参加している学会が



予定されており、私自身が重要な役であるため、この日の参加が難しい。

また 9月 24 日から 26 日までが学会でその間は参加が難しい。9月 23 日

の祝日であれば何とか調整可能と思われる。 

（事務局）：9月 27 日以降では事務局の目録制作の日程上難しいことと、作品受付が 9 

月 21 日、22 日に予定されており、その日以降の中での調整となる。 

 （委 員 長）：9月 23 日の祝日が可能であれば、彫刻・立体造形のみ前倒しで審査を行

うのではどうか。 

                    ～異議なし～ 

（委 員 長）：松尾委員には審査員の先生と調整をお願いする。また、審査員の来年の 

継続については、事務局からも丁寧に説明とお願いをしてもらうようお願

いする。 

 

   ウ 50 回記念賞の位置づけについて 

  （事務局）：（資料 P.6 により説明） 

（委 員 長）：50 回記念賞について、市展賞よりも上の最高賞として位置付けるものと 

考え、私から提案したものであるが、検討委員会においては、優秀賞と同

格にするとしていた。それを変更し、市展賞に 50 回記念の冠を付け、記

念品はこれまでの楯ではなくクリスタルガラスやトロフィーのようなもの

を用意するという案である。皆さんのご意見はどうか。  

 （藤野委員）：市の意思決定過程について教えていただきたい。 

 （事務局）：運営委員会での意見を事務局がまとめ、財務部門との調整の後、議会の審

議を経て決定される。 

（藤野委員）：財務部門の担当者もこの運営委員会に来てもらってはどうか。私たちが話

し合っても、後で変更されてしまうようでは困る。また、50 回記念の意義

は大きいものと考えており、運営委員会での決定案は事務局からもっと強

く押してもらいたい。 

 （委 員 長）：藤野委員のご意見も理解できるが、市の予算の大枠があり、どうしても予

算が付くものと、そうでないものがある。事務局には押すべきところでは

押してもらいたいが、運営委員会の意見を説明してもらっている以上、運

営委員会の決定案の内容も反省すべき点はあったかと思う。 



（事務局）：令和 3年度予算も運営委員会での意見を踏まえて、要求している。必ずし

も 要求どおりになるとは限らないが、ご理解いただきたい。 

（委 員 長）：議題ウに関して、これでよろしいか。  

～異議なし～ 

  エ その他 

【小林古径記念美術館との共同企画について】 

（事務局）：小林古径記念美術館と社会教育課との共同企画で、市展受賞者の作品を 

小林古径記念美術館に展示することで調整している。 

（副委員長）：以前、市展の特別展示について、小林古径記念美術館に作品を展示すると

いう案もあったと思うが、難しいか。 

 （事務局）：令和 3年市展会期中は、既に小林古径記念美術館の企画展と予定が重なっ

ており、市展作品の展示は難しい。 

 （松尾委員）：この企画展と運営委員会との関わりは、どのように考えればよいか。 

（事務局）：この企画展は、小林古径記念美術館と社会教育課の共同企画であり、運営

委会との直接的な関わりはないが、市展賞受賞者の作品展示に関わること

から、今後も企画の進捗を報告させていただく。 

【運営委員の任期について】 

（事務局）：今年度で任期満了を迎える運営委員の皆さんについて、50 回記念が令和 3

年度に延期になっていることから、引き続き委員就任をお願いしたい。 

～意見等なし～ 

（委 員 長）：以上で、第 50 回記念上越市美術展覧会第 2回運営委員会を閉会する。 

 

９ 問合せ先 

  教育委員会 社会教育課 生涯学習係 ℡：025-545-9245 

                   E-mail :shakaikyouiku@city.joetsu.lg.jp 

 

10 その他 

  別添の会議資料も併せてご覧ください。 


